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二条 

各 
締
 

約 
剛 

は 、
 
関
 

係 
法
令
 

ほ
 
従
 
つて その 

権
限
 

を 
行
使
 
する 

権利 を 

犯
 保 の 上 、 他

 
方 の 緒

 
約 還 の 

国
民
 
及
び
 
令
 

社 に よる 
投
資
 

が 自
国
 

の 

領
域
 

内 
におい か て

 
行
わ
 
れる た 

め 
の 

良 
好 

な 
条
件
 
を 酸

 
成
 

し 、 有 
び 

と 

れ 
ら 

の 
投
資
 

を 許
可
 
する 。 

い
ず
れ
 の 

- 
方
 
の 締

約
 

国 の 国
民
 
及
び
 

会 
社 

も 、 他
 

方 の 緒 
約
 
国 の 

領
域
 

内 人 お い
て
 、
 
投
 

資 の 許
可
 
及び 

投
資
 

の 
許
可
 
関
連
 

する 
事
項
 

な
 

関し 、 第
 
三
国
 

の 
国
民
 及
び
 
会
 

社 
に 

与
え
 

られ る 
待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で 
な いみ 

待
遇
 
を
 
与
え
 

られ る 
。 

z 
の 
規
定
 

の か か わ
ら
 
ず 、

 
々 
ず
れ
 

の 
. 
方
 
の 締
約
 国 も 、 邊 

動
産
 

関
す
 
る
 
権
利
 

つい て 
の 
待
遇
 

を 
相
 

巧 
主
義
 
に 基 

づ 
ゎ 
て
 
与
え
 
る も 

の 
と 
す
る
 

と 
と 

が 
で 
き
る
 

。 

第
 
三条 

いわ ず
れ
 

の 
一 

方 
の 締
約
 国 も 、

 
自
 
仙 の

 
領
域
 

内 に お い
て
 
、
 
他
 

方 の 

締
約
 

内 の
 

岡 皮 及
び
 
会
 

社 の 投
資
 
財
産
 
及び 

収
益
 

に 
対し 、 自

 国 の 困 

民 
及 

び 
会
 

社 
又 

は 
第 三 愉 の 

国
民
 

及び 
会
 

社 の 投
資
 

財
産
 
及び 

収益 の 

与
え
 

る 
待
遇
 
より 

も も 邊 
利 
な
 

待遇 を
 
与
え
 

て 
は な ら 

な 
ょ 

。 

い
ず
れ
 の
 

一 
方 の 絆 

約 
国 の 峡 

民
 及
び
 

会 
社 

も 、 他
 

方 
の 
締
約
 国 の 

ス
リ
 

・ 
ラ 
ン
カ
 

と 
の 投

資
 

保護 協定 

> 
ラテ 
H
O
 ト HG 

qu 

]。 
mo な p
o
 

OO ゴ o ち D
o
m
 ご 人 

ロタ 
ナイ 

は ゴミ ーー』。 
z に つ ]oof 

do 
0
 

ラー 
タロ 

eu 
oO 

Ga お の
 
o
u
 

で OO マミ つっ デ au 
』
 コ 

2
0
 
ラ
テ
 
ご
 
oo 

<
 

ロ
コ
 

9 て 
- ト cg 

で [2 
は 
<
 

DDG の ーー テ
ー
 

コロ ーーO』FG) 
(ご 』i 

oO 
に
 
ppd 

g
o
 
ラ
ロ
 

np 
ウ
イ
 

< に
 
テ
ー
 

oO 
ゴロ 
ー
ー
H
O
 さ の 

o
O
 

は p
H
O
 

ゴ 9
 
に
 

0p ゴ
 ュー00 

ヨ コ
コ
 
ゴー 

の op 
OH 

コ
コ
 0 

O
r
 

つっ 
(
C
C
 

ニ ィ 
p
n
 

こ
ら
 

の a ラ [< 
PDO 

Ep ルオ 
] コ ベロ 

e+ ニー の こ ニ ャ 
で
 

oo 
ラサ 
ー
マ
マ
 

) 
a
a
 
に
 

デ ]ooo 
eeO 

u
g
 

ココ 
ラ
ー
 

か コ
ー
 

に コ
ー
』
 

am ユ ヨ
ー
 

は に
 0 の ゴ 

<
 

の 0 
ニ
ー
 

bu 
p
H
O
 

ゴ カー は 
ルコ ゴ

ロ
ー
 
ヨ
コ
 C
d
 
0
 

の 
D
o
 
(
0
O
 

コ ャ
 
g
o
 

9
 

0p サ
 

ペペ 
に コロ 

ーー 
マー 

ナロー 
ご ニ 
の
 

た 
ラサ 

ーー 
ロラ 

< 
O』『 

O+ 
ロ
ラ
 

OO は
 
p
o
 は
 
9 

で セロ 
デ
マ
 

つの 
o
n
o
r
a
p
 こ
 
で
 
c
p
 
の
 

ーー 

は oo 
o
o
o
 
『
9
<
o
 

に けり ロ
ー
 
ゴ
ロ
 コ
ー
 
コ
ロ
 
D
o
o
O
o
r
 

ロ 
paco 

は p
m
H
O
 

ニ は ーー 
9 は
 ロ
ー
 
ヨ
ゴ
 

Hpu 
0
 

9 ゴマ 
ゴ
ロ
 

テロ 
ペ
ー
0
C
 

に ゴー テマ 

は
 
o
p
 

ローHO 
で
 

に c 
己 
p
P
e
a
 ち ub 

5
 
コ
ー
タ
 

で eO 
生 

ゴ ヨ
ル
]
D
 ニ
 

OO つ 
ココ < の um 

三 
の 

で 
・ 

し 
0
 

ささ 
コ
 
a
p
 コタ
 
の
 

さけ 
DD く ペー の 

MO 
コル 

O
 ナ 

で ゴロ ラ
コ
 

9 テロ ラニ 
い 

0
 か 
[
て
 

q
u
 
に
 

> キャ 
H
O
]
 

G
o
 

の けけ 
(0 

コ
ー
 
コ
コ
 

bp 
ケ
イ
 

ヨ
メ
 マー 
ラ
ロ
 

に トラ 5G 
コ
カ
 

コ
コ
 0 

o
p
 
ヨ
ゴ
 
<
 

o
n
 

き プ o
o
 

CO 
サ
ー
 
の
 

OH 
ニコ 

O<p 
て 

[0 
て
 
て
 
の
 
<
 

の 
ローテ 

て
 0 
M
o
n
o
 

サ o
c
 

m
p
 

て g は 
Hu 

0
 

5
 
r
o
 

トト テ
テ
]
 
の 

し) 

Z
o
o
 

OO コ
テ
 

po セ
 
9
 

て p 
胃 せく 

oe コ
ロ
ー
 

< ミー で コ
ト
 コート 

で に 
せ の テ
テ
 O ナ < 

aoa に に
]
 

の oe 
] に < 

の g
r
p
 

は にせ ea 
9
 
o
o
 

に ビ ち
 
u
 

co 
は p
m
H
O
 

に 9』o 
poo 

ヨ モ
テ
 
H
o
 

0 ササ 
ご
 0 
0
 
(
C
p
 

さ
か
 

で セ p ド
 < イ 

0
 

で けけ の o
p
 
の
 

[Cuu 
サナ サ 』
<
O
 

に
 
0 て 

[
c
p
 

せ ロ Be 
p
o
o
o
r
 

ロ ao ロロ 
oO 

トト さ <
0
u
m
 

選 o
u
 

は コロ ハー ラロ 
[に 

うち これ 
0
 

は p
H
O
 

コ 9] の 
p
o
o
 
ル
コ
 

Hoa 
OH 

ゃ
 

の 
0
0
5
 

O
o
 

うけ p
o
 
か
 

て P
o
<
 イ 

0
 

0 ササ 
9
]
O
 

コ ル
ー
 

D ゴ ロ
ー
0
O
 
紀
 
9
0
 の p 

0
 ササ 

DD さく 
ゴー 
ラ
ー
 
に
 
ゴ
ー
 

bp 
ル
ー
P
O
 

コ ロ
ー
 

a
a
 
o
o
p
 

コニーou 
0
 ラサ 

の p
』
 

ャ Do けけ 
O
o
 

ラテ u
o
]
 

ゴ 9 
ロロ 
ラ
マ
 

ao コ
コ
]
 

< ゅ [
ロ
ロ
 』 ゴ 

+ ナ ロサ 
の けけ 
H
O
 

一 
三
 五 二



3 

ス
リ
 ・ ラ 

ン
カ
 

と 
の 投

資
 

保護 
協定 

領
域
 

内 人 お い
て
 
、
 
投
 

資 
人 
関
連
 

する 
事
業
 

活
動
 

人 
関
す
 

る 
すべ て 

の 

事
項
 

つい て 
、 

当 
恋 
他
 

方 
の 
締
約
 

人 の 
国 

氏 
及び 

会
 

社 
又 は 第 

三
国
 

の 
国 

大 
及
び
 

会 
社 

人 
与
え
 

られ る 
待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で 
を 
待
遇
 

を 
与 

まえ ま ら 
れ
る
 。 

ュ 1 及
び
 

ぇ 
の 
規
定
 

に 
か 

か 
わら ちず サ 、

 
ゎ 
ず
れ
 

の 
一 

方 の 締
約
 国 も 、 

次
 

の と と を
 

行う 
と と が

 
認め 

られ 
る 

。 

pp 
次
 

の も の 
だ
 

関し 
、 相 

国
民
 
移
 

遇 を ち
え
 

な た ゎ 
と こと と 。 

M 
自 

還 の 
航
空
 

機 登録 
原 衛 に 

航空 
持 を 登録 

する 条
件
 

及び そ 
の 谷

 
録 

か ら 生 ずる 
束 

項 並び ぼ に 
稲 舶 の 

同 
逢 に 関す る 事

項
 

は その 
同
 

籍 か ら 
竹 ずる 

褒 項 

MM 
鎧
 

行 
業 

人 
関す る 活

動
 

及び 航
 

白 
又は 

般 抽 だ
 
関す る 利

益
 

の 

取
得
 

な 
相
互
 

本
 
義
 ほ 基

づ
き
 
、
X
 

は 
二 
重
 

誤 
税 

の 
回 

避 の 
た 
め
 

薄 し く は 

脱
税
 

の 
防
止
 

の た め の
 

脇 
定 

に 
より 、 

稲
 
税
関
 

する 特
別
 
の 利

益
 

を
 
与
え
 

る と と 。 

ぬい 
和 白 

内 
の 
伯
 

域 
内 

に お ける 
外
国
 

人 
反 

び 
外 
員
 
会
 

社 
の 

漂 
動
 

関し 

て 
特
別
 
の 手
続
 

を 
定
め
 

る 
と 

と 。 た 
だ 

し 
、 

当 
該
 
手
 続 

が ぇ の 
権
利
 

を 
実
質
 

的 
に 
害
す
る
 

も の で 
た 
い
と
 

と 
を 
条
件
 

と する 
。 
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六
 

判 を 受 
け
る
 
権
利
 

に
 

関す る 

待
遇
 

投
資
 
財産 

の 
保
護
 

及 
び 

保 
障 

等 

第 
四
条
 

い
ず
れ
 の
 

一 
方 

の 
締
約
 
還 の 

同
氏
 
及
び
 
会
 

社 
も 、 他

 
方 

の 
締
約
 

国 の 領 

域
内
 

お s 々 て 、
 
自
 
の
 

権
利
 

の 行
使
 

玖 
び 
擁
護
 

の 
た 

めす べ 
て 

の 
短 

級 

た だ わ
た
り
 
塚
 

判 
所 

の 
裁
判
 

を 
受け 及

び
 
行
 

攻 
機
関
 
だ 

対し て
 
申
立
 

て を す 

る 
権
利
 

人
 
関
し
 
、 当 

該
 

他 
方 

の 
締
約
 

国 
の 国民 

及
び
 
会
 

社 双 は 
第
 

三 
因 

の 

則 
民 
及
び
 

会 
社 

人 
与
え
 
られ 

る 
待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で な ぁ 
待
 
噴 を 

ち
え
 

ら 

れ
る
 。 

第
 
五条 

ュ 1 
い 々 ず
れ
 の
 

一 
方 

の 
締
 

州 
国 の 峡 

民
 

及び 会
 

社 の 投
資
 
財
産
 
及び 

収
益
 

も
 、
 
他
 

方 の 締
約
 

国 
の 
領
域
 

内 
に お 

いて 、
 
不
 
断 の 

保
護
 
及び 

保
障
 

を 

受
け
 る 。 

2 
ず
れ
 の
 

一 
方
 

の 
縮 

約 還 の 
国
 

虚 外 び
 
会
 

社 の 投
資
 

財
産
 

及び 
収
益
 

も
 、
 
他
 

方 の 締
約
 

国 の 
鏡 

域 
内 

ほお いて 
、 
公
 

共
 
の た め 、 か 

つ 
、 

正 

当 
ま 

法 
の 手
続
 人 
従
 

つ 
て 

と 
ら
れ
 

る
 も の 

で 
あ
り
 

、 
芽
 

別 
的 

な も の 
で 

た な た く
 、
 ま 

た 
、 
返
 
速
 
、 

適 
当 か つ

 
効 

果 
的 な 補

 
儀 

を 
伴
う
 

も の で 
あ
る
 

場
合
 

を 除
く
 
便
 か 、 

和 
収用 

、 慌
 

布 
化 

薄 
し く は 

制
限
 

又は 
収
用
 

落し く 

は は 貞 
有
 

化 と 同
等
 

の 和 
効
果
 
を 有

す
る
 
そ
の
 

他 
の
 

拝 
回 

の 
対
象
 

と し て は 

な 
ら 

な 
oe 

s 
2 

の 
い
う
 
補
償
 

は 
、 
収
 用 、 由 

有
 

化 
し
 
く は 

制
限
 

又
は
 
収
用
 
党 し 

く 
は 
国
有
 

化 
と 

庁 
等 

の 
効
果
 
を 有
す
る
 
そ
の
 

他 
の 
指
 

較 
が 公

表
 
され 

た 
時 

と 
当 
恋
 
措
置
 

が と られ 
た 

時
 

と 
の い
ず
れ
 

か 
早
い
 

方 
の 

時 に に ぁ 
け 

る 

スリ 
・ 
ラ 
ンカ 

と 
の 投

資
 

保護 協定 
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年 

5 

ス
リ
 

・ 
ラ 
ン
カ
 

と 
の 投

資
 

保護 協定 

投
資
 

財
産
 
及
び
 
収
益
 
の 通
常
 

の 
市 

場 
価
格
 
相
当
 
する 

価
額
 

( 
坂
 
終 的 

た 
と 

ら
れ
 

る 
こ
と
 

と 
な 

つ
た
 

当 
護
 
措
 

財 
が 

見 
通
さ
 

れ た と 
と 

ぼぼ よ は る
 

談
 

市 
場 

価 
格 

の 
注 

少 
分 

を 
差
し
 

5 
か な ゎ 

も 
の 

と 
す
る
 
ど
の
 

も 
の 

で 
な 

け
れ
 

ば た ら
 な いい e 

補 
償 

は 
、 

遅 
滞 

な 
く 
行
 
われ 

な 
けれ ば な 

ら 
ず 

、 

か
 つ 、
 
支
 

払 
の 

時 
まで の 

期
間
 
を 考 

上 
し
 

た 妥
当
 

な た 
利
子
 

を 
付 

し た も 

の 
で 

な 
け
れ
 

ば 
を な た ら 

な た なっ い 。 和 補
償
 

は 
、 

実 際 ば 換
価
 

を す
る
 
こ
と
 
の で 

き
る
 

も 
の 
で
 
行
わ
 

れ 
な 

けれ ば な た ら 
ず 

、 
か 

つ 
、 

条 
人 民 の

 
移
転
 は 、 自 

由
 

で た を けれ 
ば 

た な た ら 
な たい 々 

(
そ
の
 
抑
 

価 
又は 

移
転
 

人 
当 た つ 

て 
用 

い
る
 

外
国
 

為
替
 
相
場
 

は 、 補 
償 

の 
価
額
 

の 
決
定
 

が され 
た
 

日 
の も の と する 

きど 。 

補
償
 
を
 
決
定
 

し 及
び
 
実
施
 

する た め 
、 
収
 
用 、 国 

有 
化
 
若
し
く
は
 

制
限
 

は
 
収
用
 
若
し
く
は
 
国
有
 

化 
と 

滞 
等 

の 
効
果
 
を 有

す
る
 
そ
の
 

他 
の 

措 
名 

が 
と 
ら
れ
 

る 
時
 
まで 

だ ぼ 、 
有 妥
当
 

な 
方 

法 
で 
適
当
 

な 
準
備
 

を し 
な けれ 

ば 

な 
ら 

な 
o
e
 

za 及
び
 

3s の 
規
定
 

は 
、 

秋 
の も の 

の 
つ
い
 ゎ て 

も 
、 
適
 用 する 。 

1 
い
ず
れ
 か
 

- 
方
 
の 締

約
 
還 の 

語
 民
 及
び
 
会
 

社 
が 、 他

 
方 の 締

約
 財 

の 
領
域
 

内 人 お い
て
 
収
用
 
、 財 

有
 

化 
芝 

し く は 
制
限
 

又
は
 
収
用
 
落し 

く 
は 

財 
有 

化
 
と 同

等
 

の 
閑 

果 を 有
す
る
 
そ
の
 

他 
の 
措
置
 

の 
対
象
 

と さ 

れ
る
 
投
資
 

財
産
 
及
び
 

収 
漁 
選
対
 

し て 有
す
る
 
利
益
 

な 
々 
ず
れ
 

か 
一 

方 の 緒
 

約 
国 

の 
国民 及

び
 

会 
社 

が 、 南
 

接 の 利
益
 を 

有
す
る
 

他 
の 
会
 

社 
を 
通
じ
 
て 有
す
る
 

利 
郊 

い
ず
れ
 の
 

一 
方 

の 
締
約
 

民 の 
国
民
 

及び 
会
 

社 
も 、 他

 
方 の 締
約
 国 の 

領
域
 

内
 
お
 
て
 
、1 

か 
ら 

4 
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で 
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定
め
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事
項
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捕
 償 に 関 

する 
待遇 

権
利
 

又は 
請
求
 権 の 

移
転
 等 の 

承
認
 

方
 

の 
緒 

約 尺 の
 
民
 
及
び
 
会
 

社 
又 

は 
第 -- 由 の 

国
民
 
及
び
 
会
 

社 
ほ 

与え 

ら
れ
 

る 
待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で 
を 
待
遇
 
を
 
与
え
 

られ カ る 
。 

第
 大 条 

い
ず
れ
 か 

- 
方
 
の 締

約
 

財 の 
国
民
 
及
び
 
会
 

社 
で 、 他

 
方 

の 
締
約
 

司 の 領 

域
内
 

だ ぁ ホ い て 、
 
癌 
対
 
行
為
 

の 
発
生
 

又は 回 家
 

緊 
急 

事 
大 

ほ より 
投 

資 
財 

産
 

、 和 
収
益
 
又は 投

資
 

関
連
 
する 
活
動
 

人 
関し て 

損
害
 

を 
彼 

つ た も の は な 、 

原
状
 

回復 
、 損

 
失 和 補

償
 

又 
は その 

他 
の 
補
償
 
的
 
措
置
 

に 
関し 

、 当 
談 

他 
方 

の 
締
約
 

国 の 周
 
民 及び 

会
 

社 
又 

は 
第 三

 
同 の 国

民
 
及
び
 
会
 

社 
人 
与
え
 
られ 

る 
待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 

を 
与
え
 
られ 

る 。 こ と の 
条 

の 
規
定
 ほ 募 

づ
く
 
支
払
 

は 、
 実
 

際 ほ 換
価
 

を す
る
 

と 
と の で 

きる 
も 

の 
で
 

行
わ
 

れ な け 

れ 
ば 

な た ら 
ず 

、 
か
 つ 、
 
支
 

払 の 移
転
 

は 
、 

自 
由 

で な た を 
けれ ば な 

ら 
た な っ e。 

第
 
七条 

い
ず
れ
 か 

- 
方 の 締

約
 国 が 、 和 外因 

の 固 大 
又は 

会 
社 に 

対し 、 他
 方 

の 
締
約
 

国 の 
領域 

内 に あ る 
投
資
 

財産 及び 了 収益 
に 関し て 引

き
 
受け た 

保
証
 
人 大 づき 

支
払
 

を 行
 

場 
合 ほ に は 、 

当 
該 

他 
方 の 
締
約
 国 は 、 当

 該 
支
払
 

の 
原 罰 と な つた 

投
資
 

財産 及び 
収益 

に対する 
当
該
 

国民 
又は 会 

析 
の 

尼 
利
 

又は 請
求
 

枚 の 半 
該 一 

方 の 
締約 

司 へ の 
移
転
 

及び と れ ぼ 
関 

巡 
し て 

生ずる 
当
該
 

税 氏 
又は 会

 
社 の 請

求
 

中 
又 

は 
訴 権 

に つい て の 当 

ス
リ
 ・ ラ 

ンカ 
と 

の 投
資
 

保護 協定 
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協
定
 の 効 

力
 

発生 前 
な 
取
得
 

さ 
れ 

た 
財
産
 

ス
リ
 

・ 
ラ 
ン
カ
 

と 
の 投

資
 
保護 

協定 

. 
上 

方 
の 締
約
 

困 に 
よる 

代
位
 

を 
承
認
 

する 。 
梅
 

利
 
又 は 

謝 球
 
礁 

の 移
転
 

ほほ 基
づ
き
 
当
該
 

一 
方 

の 
締
約
 

応 人
 
対
し
 
支
払
 

われ る 人 
資
金
 
の 

移
転
 

だ つ ゃ 

て 
は 

、 
第
 
五
条
 

2 
か ら 』5 ま 

で 
、
 
前
 

条
 
及 び

 
次 条 の 

規
 

害 
を 準

用
 

する 
。 

第
 
八条 

1 
い
ず
れ
 の
 

一 
方
 

の 
縮 

将 軸 の
 

国
民
 及
び
 
会
 

社 
も 、 他

 
方 の 生

 
約
 
語 だ 

両
 

締 
称 

略 の 細 
電 

の 
間 

民 
び 当

 
法
 
他
方
 

の 
特
約
 の
 
令
 

域 と 第 

三 
計 
の 仙

 
域 

と の 聞 ぼ
 
行
わ
 
れ
る
 
支
払
 

、 送
 

例 及 び 
投
 

資 
財 北 の 清 

邊 

の 
価
 

稚 
を 

含む 金
銭
 

話 
券 

又は 
資
金
 

の 
移
転
 

の 
向 

由 
を 
保
証
 

され る 。 

2 
1 

の 
規
定
 

か
 

か 
わ
ら
 ず 、

 い 
ず
れ
 の .
 
方
 
の 生 
約
 国 も 、 例 

外 
的 

な 
人 金

融
 
状
況
 
又
は
 
経
済
 
状
況
 

お い
て
 は 、
 
自
 

国 
の 法
 

社 
に 

従い 
、 か 

っ 
、 

国 
際 
通
 

貨 
基
金
 

歯 
定 の 締
約
 国 で ある 

限
り
 
同
 
協
 

定 
に 

従 
つ て 

、 

為
替
 

制
限
 

を 
課
す
 

る 
こと 

が 
で 
き
る
 

eo 

第 
九条 

と 
の 
協
定
 

は 
、 々 ず
れ
 か
 

一 
方 の 締

約
 

生 の
 国
 反 及

び
 
会
 

社 の 投
資
 

財 

産
 

及 び 和 収
益
 

で 、 と 
の 
協
定
 

の 
効
力
 
発
生
 

前 人 他
方
 

の 
締 終
 

績 の 位
 

域 
内 

ea 他
 

方 の 締
約
 

民 の 
関
係
 
法
令
 

人 
従 

つ て 取
得
 

され た も 
の 

一 
三
 六 
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等
 の 取り 

世 

協
定
 と 外 

交 
関
係
 、 

領
事
 
関係 

の 
有
無
 

と 
の 
関
係
 

投
資
 

紛争 
の 
調
停
 

又 
は 
仲
裁
 

の 引 放 

な 
つ
い
 

て
 
も 、

 
則
 

用 する 
。 

第 
十条 

と 
の 
協
定
 

は 、
 両
 

緒 
約 

国 
問 の 外

交
 

関
係
 
又
は
 
領
事
 
関
係
 

の 有
無
 

な か 

か 
わ
ら
 ず 、
 適
 用 する 。 

第
 

十条 

い
ず
れ
 か
 

一 
方 の 締

約
 

国 
の 
国
民
 
又
は
 

会 
社 

及 び 他
 

方 
の 
締
約
 

国 は 、 

当
該
 

回 
民 

又 
は 

会 
社 が 当 

謎
 
他
方
 

の 
締
約
 

陸 
人 お 
い
で
 
行
う
 
授
 

資 か ら 生 

ず
る
 
法
律
 

上 の
 
総
 
争
 
を 、

 
千
 

九 
百 

灰 
十 江 

年
 
二
 

月 
十 

入 
日
 

ワシ ン
ト
 

メン 

で 
作
成
 

され た 
医
家
 
と 他 

の 
同 

家 
の
 

国
民
 
と の 

間 
の 
投
資
 

紛
争
 

の 
解
決
 4 

関
す
 

る 
条
約
 
の 規

定
 
が 両

 
締
約
 

国 
の 間 で

 
効
力
 

を 有
す
る
 

限り 、 
同 
条
約
 

の 
規
定
 

た に 従
い
 
、 調

 
停 

又 
は 
仲
裁
 

ほ 
付 
放
す
 

る 
と と が 

で 
き
る
 

。 
各 

締
約
 

国
 は 、

 
倍
 

方 の 締
約
 

国 
の 財 民

 
は
 
会
 

社 
が 

行
う
 
投
資
 

か 
ら 

年 ずる 
法
律
 

上 
の 
紛
争
 

を 、 当 
該
 

国 
民 

又 
は 

会 
社 

の 
則 

請 
が 

あつ た と 
き 

は 
、 

同 
条
約
 

規
定
 

する 
調
停
 
又
は
 
仲
裁
 

ほ 
付 

託す 
る と と

 
同
意
 

し 
な 

けれ ば な 
ら 

な 
いい 。 

紛
 

争 
の 当
事
者
 

が 当 
談
 

総 
争 

を 
調
停
 
又
は
 

仲 
協 だ に 

付 
話 

する と と 

の 
同
意
 
す
る
 

日 
の 前
 

又は 同
日
 
他
方
 

の 
締
約
 

国 
の 
民
 

又は 
会 

社 が 支 

配
 

し て いた 
又
は
 

支
配
 

し 
て いる 

一 
方 の 緒

 
約 還 の

 
会 

社 
は 、 同 

条
約
 

の 

適
用
 
上 、

 同 
条
約
 

第 
二 

十 
五
条
 
ば MM の 

規
定
 

ほ 
従 

か 、 他
 

方 の 緒
 

約 国 の 

会
 

社 
と し て 取

り
 扱う
 
。
 許
 

停 
又 

は 
仲 

載 
の 

い ぃ 
ずれ が 

よ
り
 
適
切
 

な 
手
続
 

ス
リ
 ・ ラ 

ンカ 
と 

の 投
資
 

保護 
協定 

セ
ー
 
マー 

PD 
p
o
o
o
 

け a
s
 

< ト
コ
 

o
p
 

pa セ セ
ー
 

て
 
』p 

]
p
 さ の 

ロ
ー
 

ツラ のち 
ゴー 

カ の ャ P
O
D
 

0
 ササ 
C
c
 

O
o
5
 

OO 
ゴー 
け
さ
 

ご の 
た も p
b
 ゃ マ 

さけ 
H
O
 

0
 

そ
の
 

0 の コ ゃ DD ラ
コ
 9 

] コ
 0 
サ
サ
 0 の 

O
 サ 

ロ
ロ
 の 

で う
に
 D コ ャ 

>9 
う o
o
 

の
 

じゃ ト
ト
 

け ャ H
O
P
3
 

CO 

ら ゴ の p 
きけ 
O
o
<
]
o
H
O
 ゴ の 

0
 ササ 

+ コ
 0 

さき う 0 の a
o
 ゴ ] 

> か 5 た oo 
の は

 

ょ コ
ー
 

0 そ
つ
]
<
 マ 

ララ 
の u
m
o
e
P
 イ 

0.OQ サ 
+ コ
 0o 
o
u
r
o
D
q
o
 

0
 

ロ
ゼ
 
O
p
 

OO 
00 

はめ 
に]P 

デ 5 
5 の [

p
H
O
 ゴ の 

Op 
の さ
れ
 ロコ 

(Oo ニー 
ラロ mo 

ゴゴ か 
で p ラ サ

ー
 

の op 

>
 

キ
ャ
 

ココ の けけ 
(Oo さ
け
 

po ャ B
B
 

は 
うー< 

0
 
ューp 

ゴゴ p ャ POD 
コー 

CO 
up_ 
o
o
 

日 て 9 ゴ < 
0
 ササ 
0
 
e
o
 
(
O
o
 
ャ
 
か
 
u
e
 

マ < 
日 

9 
uo に て ニ

ー
 

p ゴ
 < 
q
p
』
 

の
 
で
 
に
 

0 
コ
ル
 + 

避 
p 

マ < 
D
u
 

の 
O
E
 ゃ や 

0
 テラ 

<
 

の u
m
 

の
 
コテ 

E
p
a
o
 
て
 < 
u
o
 
コ
ー
 

0
 
0
 

て
 pu コマ 

MD 
r
o
 

ササ 0 サ
ヨ
 0 うけ 

O
O
 
テラ 
p
o
 か
 
セ
ラ
 < 

oo 
oO 

は o
g
 

ャ サ H
D
 

0
 

9 の オ
デ
]
 
ラ
ロ
 
H
O
 

P
O
O
 

う au コ np 
< ミ
ー
 

ャ コー 
ロ
コ
 0 

て 
oi 

く
つ
 

で 
0 
(
O
o
 ゴゴ ャ H

O
 は 

0
 ラコ 
0
 

0 
の r
o
 
の
 

0
 

< ぐ の uo ヨ
ゴ
 ャ 
コ
ー
u
 

ぴ に 0
 

D
o
 
ざっ の の 

ゴゴ 
じゃ 

moou 
9 コロ 

と 
に
 

HO 
コ
テ
 

mn 
0 つ 

ご
 
の
 
5 
p
o
 

O
D
D
 

pe 
< ゅ ルコ 

] さ の e
o
 

0 に 
p
o
 

CO。 
Q
u
 

uo 
]
O
 ゴ 9 

DD 
の Eo 

コー 
ご っ 0

O
<
H
M
 

の H
O
 

pg ルプ の 
は
 
サ
ラ
 

て の
せ
 

< の の は 
で Do 

OO コ
テ
 

po ャ
 
6
 

て p
q
 

で さ p
o
 

OO 
コ
テ
 
p
0
e
S
 
ラ
ペ
 

u ル コ
ー
)
 

9
 
の
 

5
 
に
 

の に
 

0
 
に
 0 ご
 
p
H
O
 ゴ コー 

CH 
n
o
 

で 
9 上 < 

Oo ササ 
o
o
 
C
o
 

(0 
は
 
p
o
 ご 

9 
セコ 

ラ
ペ
 

<) 
oo 

ゴル 
0 は

 
HO 

な に て デ
ー
 
は
 
e
p
 

ロ
ト
 

ささ ゴ の 
p
H
 
の
 
ペー 

ルナ 
Hp 

の 
0O に Ce 

O
 サ 

ご 
0] 

トニ < 
の 

て ミー の 
で 

[Oo 
oO コ
ー
 

は
 
て P

O
 

OH 
9
 
サ
サ
 

p ャ POG 
Bm 

o
p
 

の 
a
g
 

て Oo 
の 

・ 

> ロペ 
n
o
 

ヨ も p さ く 
0 サウ 
ご
 の 

ササ 0 噴
 
05 

TO 
ゴー 

ラロ 
0 ナ
ビ
 

セッ 
p
e
 

< ニー 
ト
ロ
 
S
m
 の mp 

05 
Pu 

oO 
上
 

けけ Oo] 
の 

ロー 
ゴ
ロ
 
POD コ a-u 

9 は
 

o
o
 

己 け p
H
o
a
 

0
 サナ 
0
 

0
 
の
 

ドサ 
TO 

に
せ
 

po 
サ
コ
 9 

て ロサ 
ーママ 

で ララ P
o
 

oO 
0
 

CC は 
+ コ 0 

Q
p
+
o
 

CD 
< ゴ
ロ
 
0
 

2 
サナ 

Poe 
0
 

ヵ ビ oc 

p 
ロロ 

a 
さ に

 
の 
o
O
D
 

コ れ o ゴ
 

eo 
u
c
 

て ヨ
ー
 

サ
コ
 
ユ
ー
ル
 

に eo 
eo 

oO ゴ
ー
]
P
 

ナ H
O
S
 
O
 ド 5 

の 呈 
ぴ
 
ラ
コ
 
サ
ー
C
 
ル
ー
 

に
 
9
O
o
o
O
 

け ロロ 2 は O
p
 

ー 
三 

六 
三



実
質
 的 な 

利
益
 を 有 

す
る
 

会 
寿 

の 和 侍
 選 

ス
リ
 

・ 
ラ 
ン
カ
 

と 
の 投

資
 

保護 協定 

で 
あ
る
 

か 
の な つ

い
 

て 
意
見
 

が 
一 
致
し
 

な 
場
合
 だ は 、 半

 
星 

者 で ある 
因 

民
 

又 
は 

会 
社 

が 
そ
の
 い
ず
れ
 

か 
を 
選
択
 

する 堆
 

利 
を 有
す
る
 

。 

第
 

十 二 条 

1 
ゎ 

ず 
れ 

か 
一 

方
 の 緒

 
約 還 の 

国
 

皮 
又
は
 
会
 

社 
が 
実
質
 

的 
な 

利益 を 有 

す
る
 
会
 

社 
は 、 他

 
方 

の 
締
約
 

国 
の 
領
域
 

内 
に お * い 

で て 、 
次 

の 待
遇
 を 
与 

え
ら
 
れ
る
 

ec 

は 
第
 
二
条
 
2 に 

規
定
 

する 
投
資
 

の 許
可
 
及び 

投
資
 

の 許可 
刀
 

関 連 す 

る 
事
項
 

に
 
関
し
 
、 第 

-. 還 
の 
国
民
 

又
は
 
会
 

社 
が 
実
質
 

的 
な 

利益 を 有 

す
る
 
癌
 

様 
の 会
 

社 
人 
与
え
 

られ る 
得
 

遇 より 
も 
不
利
 

で な みい 
待 

選 

な 
第
 
三
条
 
、
 第
 万 条 1

、
 
第
 
大 

条 及 び 
第
 

九
条
 

に 
定め る 

事
項
 
に 関 

し
 、
 
当 
該
 

他 
方 

の 
締
約
 

国 
の 
国
民
 
落し く は 

会
 

社 
又 は 第

 
三
国
 

の 因 

民
 
基
 し く は 

会
 

社 
が 
実
質
 

的 
な 
利
益
 

を 有
す
る
 
同
様
 

の 
会 

社 
を 

与え 

ら
れ
 

る 
待
遇
 
より 

4 も 
不
利
 

で な っ 
和 

思 

2 
1 

の 
規
定
 

の 
適
用
 

を 
受け る

 
会
 
社
 
は 

、 い ず
れ
 か
 

一 
方
 の 結

 
約 還 の 

内 
民
 

又 は 会
 

社 
が 
支
配
 

し 、 又 
は 
決
定
 

的 
な 
影
響
 

力 を 
及ぼ ほす 

こ
と
 

の 

で 
き
る
 

会
 
社
 
と する 。 そ 

の 
領
域
 

内 
あ
わ
て
 
投
資
 

の 
行
わ
 
れる 

締
約
 

一
 

三 六 四 
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1 2 3 

内 
は 

、 
他
 

方 の 縮
 

族 寺 と 
事
前
 

ほ に 
協 

議 
し 

た 
後 

、 
識 

実 
ほ か つ 

無
 
差別 

の 
原
 
旭 な に 

基 づき 
と 

の 
条 

の 
会
 

社 の 恋
 

当 する 
会
 

社 
を 
決
定
 

する 。 

第
 

十 三 条 

各
 

締
 
約
 
国
 

は 
、 と の 

協
定
 

の 
運用 ほ に 

影
響
 

を 及ぼ 
す 
問
 

題 
に 

関し て 

他
方
 
の 締

約
 

国 
の 
行
う
 
申
入
れ
 
た
 対
し
 
好
意
 

的 
な 
考
慮
 

を 
払
う
 

も $ の と 
し
 、
 
ま 

た 
、 
当
 

恋 
申 

入れ 
に 

関す 
る 
協
議
 

の 
た め の 

適
 
当 な

 
機
会
 
を 与 

え
る
 。 

と 
の 
協
定
 

の 
解
釈
 
又
は
 
適
用
 

に 
関す る 

両
 

締
約
 

国 
問 

の 
紛
争
 
で 外

交
 

交
渉
 

に 
よ つ て 

6 も 
満
足
 

な 
調
整
 

に 
至 

ら 
な 

か 
つた も 

の 
は 

、 
仲
 

氏 委
 
員 

会
 
決
定
 

の た た
め
 付
託
 

する 。
 
仲
 

裁 
委
員
 会
 

は 、 い ず
れ
 か
 

一 
方
 の 締 

約
 

国 が 他
方
 

の 
締
約
 

国 
か ら 紛

 
争 

の 
仲 

載 を 要
 

計 
する 

公
文
 
を 受

領
 

し 

た
 

日 か ら 
三 
十
 

日 
の 

期
間
 

内 に 名 
締
約
 

国 
が 
任
命
 

する 各
 

一 人 の 
仲
裁
 

委
員
 
と 

、 と の 
よ
う
 

で にし 
て 
選
定
 

され た 
二 人 

の 
仲 

夫 
委
 

員 が そ
の
 

後 

の 
三 
十
 

日 
の 
期
間
 

内 
に 合
意
 

する 
第
 

三 
の 
仲
 
夫 委

 
員 と の

 
三 人 の 

仲 
坊 

委
員
 

か ら
 
成
 
る 。 た だ 

し 
、 
筑
 

三 
の 

仲 
載 

委 
員 

が ハ ゎ ず 
れ 

の 
締
約
 

国 の 

国
民
 

で も な 
っ 

ゎ 
者 

で あ
る
 

と 
と 

を 
条
件
 

と する 
。 

各 
締
 

約 
国 

の 
任
命
 

し た 仲
裁
 
委
員
 
が 2 

の 
規
定
 

する そ
の
 

後 
の 三

 
日
 

の 
期
間
 
内 々 

第
 
三 

の 
仲
裁
 
厩 

員 
な 
つ
て
 
合
意
 

し 
な か つ

た
 
場
合
 

に 
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投
資
 
活動 

を
 

行う た 
めか の 相 

耶 
固
 の 還 友 

の 
入 

定 
等 

に 
つい 

て 
の 好
意
 的 

考
 虐 

著
作
 

権 
及 

び 
工 

業 
所 

有 
権
 

の 取 
り 

扱 
い 

ス
リ
 ・ ラ 

ンカ 
と 

の 投
資
 

保護 協定 

は
 、
 
両
 

締
約
 

還 
は 、 甘 

際 
司
 

法 
裁 

判 
所 

長 
選 

対し 
、 ゎ ずれ 

の 
締
約
 還 

の 
国
民
 

で も 
な いい 

第
 

= の 
釧
 

束 
委員 

を 
任
命
 

する よう 
要
請
 

する 
。 

4 
仲
裁
 

委
員
 

会 
は 、 投

 
票 の 過

半
 

数 
よ
る
 
議
決
 

で 
決
定
 

を 
行う 。 

決 

定
位
 
、 最

 
終 

的 
な 

も 
の と し 

、 
拘
 

東 
放 を 有

す
る
 。 

第
 十 四 条 

い
ず
れ
 の
 

一 
方 の 税

 
約 

賠 
も 、
 
投
 

資 
を 

行
う
 

と と 
及
び
 
投
資
 

た 
関連 す 

る 
事
業
 

活
動
 
を
 
行
う
 
と と を 

目
的
 

と し て 
自
国
 

の 
領
域
 

た 
入
国
 
し 及び 

滞 

在
 

す る 
希
望
 

を 有
す
る
 
他
方
 

の 和 灯
 

約 
国 

の 
呈 

民 
の 

入 
記 、
 滞
 

在 及 び 
居 

住 

に
 

係る 
申 

謗 
を 

対し 、 自
 

国 の 関
係
 
法
令
 

だ 
従い 、 好

 
意
 

的 な 考
慮
 を 払 

ノン 
o 

筑
 

和 行
 条 

1 
と 

の 
協
定
 

の いか 
な 

る 
規
定
 

も も 、
 

落 
作
 

権 
に
関
し
 

、 ゎ か 
な 

る 
権
利
 

も 
許
 

与 
し 

、 
又 

は いか 
な 

る 
義
務
 

も 
課 

す 
る も の 

と
 

解 
し て は な 

ら 
な 

か
 eo 

az2p 
こと 

の 
協
定
 

の 
いか な 

る 
規
定
 

も 、
 
千 

九 
百
 

十 
四
 

年 
大 

月 
日
 

だ 

ロ
ン
 ド
ン
 

で 
才
 

正 
され た 

工
業
 
所 有 

権
 

の 
保
護
 

人 
関
す
 
る 千

 
八 百 

八 

十
 

三 
年 三

 
月 
】 

十 
日
 

の ペリ 
条
約
 

の 和 
規
定
 
又は 同

 
条 

約 
の 
規
定
 

で そ 

の 
後
 

和 
改
正
 

され た 
規
定
 

が 
両 
締
約
 

還 
の 聞 で

 
効
力
 

を 有
す
る
 

限り 、 

と 
れ 

ら 
の 
規
定
 

よ
り
 
い
ず
れ
 

か 
一 

方
 
の 絆

 
約 

還 
が 
他
方
 
の 締約 
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挫
 

、 効 
力 

発生 
、 

有
効
 
期間 

及
び
 
終了 

1 

2 3 

アロ 

記
 

対 
し て 負う 

開
 

務 
を 守
 

す 
る も の 

と
 

解 
し て 

は 
な ら な 

oe 

の は 
0 

の 
規
定
 

の 
適
用
 

を 
妃 

げ 
る こ
と
 
な 

く 、 か が か
つ
 、
 
第
 
三
条
 

1 の 規 

定
か
 

か わ
ら
 
ず 、 

上 工
業
 

所 有
 

権 
人 
関
し
 

て 
いずれ 

か 
一 

方 の 締
約
 

同 
が 
他
方
 

の 締
約
 
較 の 

国
民
 
及
び
 

会 
社 

に 
与え 

る 
待遇 は 、 

自 
国 

の 

国
民
 
及
び
 
会
 

社 
に 

与え 
る 
待
遇
 
より 

も 
不
利
 

で 
な 
待
遇
 

人 
限
定
 

す 

る 
こと と 

が 
で 
き
る
 

eo 

第
 十 六 銀 

と 
の 

上 
協
定
 は 

、 
挫
 
さ
れ
 

な 
けれ ば 

な 
ら 

な 
oe。 

批
 

稚 
書 

は 
、 で 

き 

る 
限
 

り 
速 や や かせ 

東
 

京 
で 交
換
 

さ
れ
 

る も の 
と 
す
る
 

。 

と 
の 
協
定
 

は 
、 

批 
准 

書 
の 交
換
 

の 
日 

の 
後 - 箇

 
月 

で 
効
力
 
を 

生ずる 
。 

と 
の 
協
定
 

は 、
 十
 

年 
の 
期
間
 
効
力
 

を 有
す
る
 

も 
の 

と 
し 

、 
そ 

の 
後
に
 

い
て
 

も 
、g3 

の 
に 
定
め
 

る 
と と ろ に な よ

り
 

終了 する 
時 

まで 
十 

年
 
の 期

間
 

ず
つ
 
効
力
 

を 存
続
 

する 。 

い
ず
れ
 の
 

一 
方
 の 締
約
 国 

も 、
 

一 
年
 

前 に 他
方
 

の 
締
約
 

同 
に 

対し て 
文
書
 

た よる 
予
告
 

を 
与
え
 

る 
こと に 

よ
り
 

、 
最
 

初 
の 

十 
年 

の 
期間 の 終 

わ
り
 

だ 
た 

は 
そ
の
 
後
 
の 各 

十
 

年 
の 
期
間
 

の 
終
わ
 

り に と 
の 
協
定
 

を 終了 
さ
せ
る
 

と
 
と
 
が
 
で
 き
る
 
。 

と 
の 

上 
定
 

の 
終了 の

 
日 

の 前 に 取
得
 

され た 
投
資
 
財
産
 
及び 

収益 に 
関
し
 て は 、

 
前 

各
 
条 の

 
規 

征 
大 

、 こ の 
協
定
 

の 
終了 

の 
日 

か 
ら 

更 
に 

ス
リ
 ・ ラ 

ン
カ
 

と 
の 投

資
 

保護 協定 

pa 
au に C

o
 

ロラ 
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a
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ス
リ
 

・ 
ラ 
ン
カ
 

と 
の 投

資
 
保
護
 
協定 

五
 

年 
の 
期
間
 
効
力
 

を 
存
続
 

する 。 

以
上
 

の
 
証
 
と
 
し て 、

 下 
名
 
は 、 

各 
自
 

の 
政
府
 

か ら 
正
 
当 だ 

委
任
 

を 
受 

け 
て 

と 
の 
協
 

定 
々 
署
名
 
し た 

。 

千
 

九 
百人 バ + 

二 
年
 
三
 

月 
一
 

日 に を コ
ロ
ン
ボ
 
で 、 ひ 

と 
し く 〈 く 正

文
 で ある 

日
 

本 
語 

、 
シ ン ハ 

ラ 
語
 
及び 

英
語
 

により 
本 

書 
二 

通 を 作
成
 

し た 。 
解
 釈 

上 
相
違
 

が あ
る
 
場
合
 

ば は 、
 
英
 
文
 
よ る 

。 

日
 

本
 
国
 

の た め ぼ 

千
葉
 . 大 

ス
リ
 

・ 
ラ 

ン
カ
 
民
主
 

社 食
 

主義 
共
和
 

国 
の た め 

民 

了 
、 
有
 
P
B
 

・ 
マ
ニ
ッ
ク
 
デ
ィ
 
ヴ
ェ
 

ブラ 

ー 
三 六 

八 
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